
要配慮者利用施設の
避難確保計画について

福岡県 県土整備部

（資料４）



◇気候変動の影響により気象災害が激甚化・頻発化

出展 ： 国土交通省 流域治水プロジェクト2.0
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平成29年7月
九州北部豪雨

朝倉市・東峰村
894mm
（774mm）

54h
（9h）

124mm/h

平成30年7月豪雨 県内の広い範囲 602mm 48h 74mm/h

105mm/h

令和元年8月の大雨
八女市・久留米市

朝倉市
422mm
（235mm）

24h
（6h）

87mm/h

令和2年7月豪雨 大牟田市・久留米市 727mm 48h

令和5年7月豪雨
筑後地域・福岡地域南
部・筑豊地域南部

507mm
(419mm)

24h
(7h)

98mm/h

令和3年8月豪雨
筑後地域・福岡地域南
部・筑豊地域南部

718.5mm 72h 72mm/h

主な被災地域 雨量 最大時間雨量

近年の豪雨

〇福岡県では、全国で最多とな
る６回の「大雨特別警報」が発
表され、県内の雨量観測所で
は、毎年のように過去最大雨
量が観測されている。

〇国土交通省の試算では、気温
が２℃上昇すると、洪水発生頻度
が約２倍になる結果
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◇避難確保計画の作成と訓練実施の義務（水防法）

・市町村長の助言・勧告制度の創設
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◇避難確保計画の作成と訓練実施の義務（土砂災害防止法）



◇都道府県別 避難確保計画作成状況及び訓練実施数 出展 ： 国土交通省HP

福岡県作成率
７４．４％
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